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〔
資
　
　
料
〕妙

幢
淨
慧
撰
『
佛
神

應
錄
』
翻
刻
と
解
題
（
六
）

阿
部
美
香
・
大
久
保
美
玲
・
塚
本
あ
ゆ
み
・
関
口
靜
雄

〔
解
　
　
題
〕

淨
慧
の
周
縁
⑤

　
妙
幢
淨
慧
は
照
山
元
瑤
（
玄
瑤
）
す
な
わ
ち
臨
済
宗
聖
明
山
林
丘
寺
を
開
山
し
た
後

水
尾
院
皇
女
朱
宮
光
子
内
親
王
（
一
六
三
四-
一
七
二
七
）
と
交
流
が
あ
っ
た
。
淨
慧
と

元
瑤
に
交
流
が
あ
り
、
当
代
に
お
け
る
元
瑤
の
人
的
交
流
が
相
当
広
い
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
は
夙
く
西
田
耕
三
氏
『
近
世
の
僧
と
文
学
─
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
』（
二
〇
一
〇
年

二
月
、
ぺ
り

‌

か
ん

社

）
が
指
摘
せ
ら
れ
た
こ
と
で
、
小
稿
は
そ
の
大
切
な
教
示
に
導
か
れ
た
。

　
内
大
臣
洞
院
満
季
撰
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』（「
群
書
類
従
」
第
五
輯
所
収
。
一
九
八
七
年
五

月
、
訂
正
三
版
第
六
刷
。
続
群
書
類
従
完
成
会
）
は

後
水
尾
天
皇
（
一
五
九
六-

一
六
八
〇
）
の
後
胤
を
三
十
二
人
挙
げ
、
第
八
皇
女
朱
宮
に

つ
い
て
そ
の
履
歴
を
極
め
て
簡
素
に
伝
え
て
い
る
。

光
林
丘
寺子
內
親
王
法
名
玄
瑤
　

母
逢
春
門
院

　�

寛
永
十
一
年
七
月
一
日
誕
生
。
稱
二
朱
宮
一。
延
寳
八
年
九
月
十
九
日
落
餝
。
四
十

七
。
依
二

帝

崩
一
也
。
戒
師
天
龍
寺
天
外
長
老
。
天
和
二
年
於
二
修
學
寺
村
一

二
立
觀
音
堂
一。
號
二
圣

明
山
林
丘
寺
一。
享
保
十
二
年
十
月
五
日
薨
。
九
十

四
。
十
七
日
葬
二
于
一
乘
寺
村
葉
山
一。
號
二

普
明
院
宮
一

　
照
山
元
瑤
は
落
飾
後
の
法
名
で
あ
る
が
、
彼
女
を
呼
ぶ
に
光
子
内
親
王
・
林
丘
寺
法

内
親
王
・
朱
宮
・
緋
宮
・
普
明
院
宮
・
林
丘
寺
宮
と
さ
ま
ざ
ま
で
、
ま
た
林
丘
寺
は
音

羽
御
所
と
も
称
さ
れ
た
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
十
二
月
守
拙
齋

明
山
撰
『
林
丘
寺
法
内
親
王
行
業
記
』（
以
下
『
行
業
記
』1）
に
よ
る
と
、
誕
生
す
る
や

後
水
尾
院
は
「
紫
微
宮
之
詩
」
か
ら
一
字
を
採
っ
て
「
緋
宮
」
と
み
ず
か
ら
書
さ
れ
た

と
い
う
。
緋
宮
の
生
母
隆
子
（
一
六
〇
四 -

一
六
八
五
）
は
贈
左
大
臣
四
条
家
櫛
笥
隆
致

の
娘
で
後
宮
に
出
仕
し
て
勾
当
内
侍
・
御
匣
殿
・
四
条
局
と
称
し
、
退
位
後
の
後
水
尾

院
と
の
間
に
理
昌
女
王
（
八
重
宮
）・
後
西
天
皇
・
八
条
宮
穏
仁
親
王
・
光
子
内
親
王
・

理
忠
女
王
な
ど
六
男
四
女
を
儲
け
、
歿
直
前
に
逢
春
門
院
の
女
院
号
を
受
け
た
。

　
生
母
が
女
官
で
あ
っ
た
か
ら
、
通
例
で
あ
れ
ば
緋
宮
は
内
親
王
の
宣
下
を
受
け
る
こ

と
も
な
く
比
丘
尼
御
所
で
生
涯
を
終
え
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、『
行
業
記
』
に
よ
れ
ば

気
質
明
敏
天
資
順
孝
の
由
を
以
て
、
父
帝
の
中
宮
東
福
門
院
（
徳
川
和
子
）
の
鍾
愛
厚

遇
を
受
け
て
養
女
と
な
り
、
数
え
五
歳
を
迎
え
深
曽
木
の
儀
が
行
わ
れ
た
寛
永
十
五
年

（
一
六
三
八
）
十
二
月
二
日
、
光
子
内
親
王
の
宣
下
を
賜
っ
た
と
伝
え
る
。
五
摂
家
筆
頭

近
衛
家
当
主
近
衛
基
熙
（
正
室
は
後
水
尾
院
皇
女
常
子
内
親
王
）
の
『
応
円
満
院
基
煕
記
』2

に
、
明
暦
初
年
二
十
二
、
三
歳
の
こ
ろ
、
徳
川
四
代
将
軍
家
綱
（
十
五
、
六
歳
）
と
の

縁
談
が
持
ち
上
が
っ
た
が
後
水
尾
院
ら
が
了
承
せ
ず
実
現
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
後
水
尾
院
は
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
三
十
四
歳
で
譲
位
し
て
の
ち
禅
宗
に
帰
依
し

て
萬
年
山
相
国
寺
昕
叔
顕
晫
、
瑞
石
山
永
源
寺
一
絲
文
守
、
そ
の
師
龍
宝
山
大
徳
寺
沢

庵
宗
彭
、
北
山
鹿
苑
寺
鳳
林
承
章
、
正
法
山
妙
心
寺
の
雲
居
希
膺
・
愚
堂
東
寔
・
龍
渓

性
潜
ら
に
禅
要
を
学
ん
で
落
飾
の
志
を
抱
き
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
五
月
六
日
夜
、

昕
叔
顕
晫
を
戒
師
と
し
て
広
御
所
で
突
然
落
飾
し
、
道
号
円
浄
、
法
諱
道
覚
を
称
す
る

法
体
と
な
っ
た
。
五
十
六
歳
の
時
で
あ
る
。『
近
衛
尚
嗣
公
記
』（
尚
嗣
は
基
熙
の
父
。

正
室
は
後
水
尾
院
皇
女
女
二
宮
）
に
よ
れ
ば
、
余
り
に
俄
か
の
落
飾
で
あ
っ
た
の
で
そ
れ

は
略
儀
で
行
わ
れ
、
臨
席
の
公
卿
は
な
く
、
立
会
の
公
家
は
前
摂
政
二
条
康
道
（
正
室

は
後
水
尾
院
同
母
妹
貞
子
内
親
王
）
た
だ
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
近
衛
尚
嗣
は
こ
れ
を

二
条
康
道
か
ら
伝
え
聞
い
た
の
で
あ
る
が
、
ま
た
権
大
納
言
中
御
門
宣
順
は
そ
の
『
宣

学
苑
　
第
九
三
六
号
　
二
～
二
五
（
二
〇
一
八
・
一
〇
）
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順
卿
記
』
に
、
後
水
尾
院
は
数
年
来
落
飾
の
希
望
を
抱
い
て
い
た
が
徳
川
三
代
将
軍
家

光
が
同
意
せ
ず
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
家
光
の
死
を
機
に
突
如
実
行
さ
れ
た
も

の
だ
と
伝
え
て
い
る
。
家
光
は
四
月
二
十
日
に
歿
し
て
い
る
。
わ
ず
か
半
月
後
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
後
水
尾
院
は
禅
宗
の
、
こ
と
に
一
絲
文
守3
（
一
六
〇
八-

一
六
四
六
）・
龍
渓
性
潜
（
一

六
〇
二-

一
六
七
〇
）
に
深
く
帰
依
し
た
。
一
絲
は
後
水
尾
院
の
生
母
中
和
門
院
に
近

侍
し
た
岩
倉
具
堯
の
三
男
で
、
一
絲
も
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
八
歳
で
中
和
門
院
に

仕
え
た
が
同
七
年
に
辞
し
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
真
言
律
の
槙
尾
山
西
明
寺
に
入

寺
し
賢
俊
良
永
の
も
と
で
得
度
し
文
守
を
称
し
た
。
同
四
年
沢
庵
宗
彭
を
慕
っ
て
臨
済

に
転
じ
、
同
六
年
出
羽
上
山
配
流
の
沢
庵
に
随
従
し
た
が
、
同
七
年
一
人
京
に
戻
り
洛

西
西
岡
に
閑
夢
庵
を
結
ん
で
後
水
尾
院
の
同
母
弟
近
衛
信
尋
ら
と
交
流
し
、
持
戒
禅
を

提
唱
し
て
後
水
尾
院
か
ら
便
殿
に
招
對
を
受
け
た
。
同
九
年
丹
後
国
九
路
峯
に
桐
江
庵

を
結
ん
で
隠
棲
し
た
が
後
水
尾
院
は
し
ば
し
ば
招
請
し
、
同
十
五
年
に
は
病
弱
な
一
絲

の
た
め
に
西
賀
茂
に
霊
源
庵
を
建
て
て
住
持
さ
せ
た
。
同
二
十
年
八
月
近
江
国
神
崎
の

瑞
石
山
永
源
寺
に
晋
山
し
、
そ
の
中
興
に
尽
力
し
た
が
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
三
月

十
九
日
三
十
九
歳
で
早
逝
し
た
。
永
源
寺
は
寂
室
玄
光
（
正
灯
国
師
。
一
二
九
〇-

一
三

六
七
）
が
近
江
守
護
六
角
氏
頼
の
帰
依
を
得
て
開
山
し
た
古
刹
で
あ
る
が
、
当
時
の
住

持
空
子
元
晋
が
一
絲
を
訪
ね
て
荒
廃
を
訴
え
中
興
を
懇
請
し
た
の
だ
っ
た
。
な
お
一
絲

は
永
源
寺
に
入
山
直
後
、
同
国
日
野
の
法
輪
山
正
明
寺
の
再
興
を
後
水
尾
院
の
第
一
皇

女
文
智
女
王
の
侍
女
義
峰
尼
を
介
し
て
依
頼
さ
れ
、
そ
れ
を
応
諾
し
て
い
る
。
義
峰
尼

は
一
絲
の
弟
子
で
、
正
明
寺
に
は
当
寺
再
興
に
関
し
一
絲
が
義
峰
尼
に
宛
て
た
懇
切
な

書
簡4
が
伝
わ
る
。
後
水
尾
院
の
一
絲
に
対
す
る
帰
依
心
は
深
く
、
三
十
年
忌
に
は
国
師

号
定
慧
明
光
仏
頂
国
師
を
幕
府
の
承
諾
を
得
ず
内
々
に
授
与
し
て
い
た
が
、
三
十
三
年

忌
に
は
京
都
所
司
代
戸
田
忠
昌
を
通
じ
て
幕
府
の
承
諾
を
得
、
こ
れ
を
公
の
も
の
と
し

て
い
る
。

　
龍
渓
性
潜
は
京
都
の
人
で
、
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
八
歳
で
東
寺
に
入
っ
て
真

言
密
教
を
学
び
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
十
六
歳
の
と
き
摂
津
国
臨
済
宗
慈
雲
山
普

門
寺
で
出
家
し
、
龍
安
寺
伯
蒲
慧
稜
に
参
禅
し
て
龍
渓
宗
潜
を
称
し
、
慶
安
四
年
（
一

六
五
一
）
五
十
歳
で
妙
心
寺
住
持
に
就
き
紫
衣
を
賜
っ
た
。
そ
の
後
普
門
寺
に
退
隠
し

た
が
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
隠
元
隆
琦
が
来
朝
す
る
と
弟
子
と
な
り
、
宇
治
黄
檗

山
萬
福
寺
の
建
立
を
助
け
開
宗
に
尽
力
し
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
隠
元
か
ら
印
可

を
受
け
諡
号
を
性
潜
に
改
め
た
。
同
四
年
一
月
命
ぜ
ら
れ
て
後
水
尾
院
の
勅
願
寺
近
江

日
野
の
正
明
寺
住
持
と
な
り
、
同
九
年
四
月
に
は
隠
元
か
ら
源
流
法
衣
を
受
け
、
和
僧

と
し
て
初
め
て
隠
元
の
正
式
な
嗣
法
者
と
な
っ
た
。
同
十
年
八
月
二
十
三
日
摂
津
国
九

条
島
の
霊
亀
山
九
島
院
の
斎
会
に
請
ぜ
ら
れ
た
と
き
、
折
か
ら
の
暴
風
雨
と
高
潮
の
た

め
寺
は
水
没
し
た
が
避
難
せ
ず
、
禅
堂
に
坐
し
た
ま
ま
湮
沒
し
た
。
世
寿
六
十
九
。

　
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
龍
渓
ら
の
奔
走
に
よ
っ
て
黄
檗
が
開
立
さ
れ
る
に
及
ぶ
と
、

同
三
年
五
月
二
十
三
日
、
後
水
尾
院
は
龍
渓
を
仙
洞
に
請
じ
て
隠
元
の
禅
要
を
問
う
て

い
る
。
こ
れ
が
後
水
尾
院
の
黄
檗
帰
依
の
始
ま
り
と
さ
れ
る5
が
、
萬
福
寺
建
立
の
地
は

後
水
尾
院
の
生
母
中
和
門
院
の
別
邸
大
和
田
殿
で
あ
り
、
も
と
も
と
後
水
尾
院
と
黄
檗

の
因
縁
に
は
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
同
七
年
十
一
月
七
日
、
後
水
尾
院
は
龍
渓
の
法
を

嗣
ぎ
、
龍
渓
の
黄
檗
禅
に
お
け
る
唯
一
の
法
嗣
と
な
っ
た
が
、
後
水
尾
院
と
黄
檗
の
結

び
つ
き
は
後
水
尾
院
の
龍
渓
へ
の
帰
依
心
か
ら
生
じ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
す
で
に
明
暦

三
年
（
一
六
五
七
）
に
は
龍
渓
の
講
説
を
聴
聞
し
、
大
宗
正
統
禅
師
の
勅
号
を
下
賜
し

て
い
る
。

　
光
子
内
親
王
は
後
水
尾
院
の
傍
ら
で
暮
ら
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
仏
道
に
傾
倒
し

た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
三
宝
を
敬
う
天
性
精
勤
な
性
質
で
、「
常
侍
帝
側
聽
禪
要
好
静
坐
」

と
い
う
日
常
を
、
法
華
経
を
受
持
し
労
を
厭
う
こ
と
な
く
倦
ま
ず
弛
ま
ず
書
写
に
精
励

し
た
と
『
行
業
記
』
は
伝
え
て
い
る
。
内
親
王
は
三
十
二
歳
の
折
の
寛
文
五
年
（
一
六

六
五
）
十
一
月
八
日
、
内
院
に
お
い
て
龍
渓
か
ら
菩
薩
戒
を
受
け
、
以
後
龍
渓
へ
の
帰

依
と
正
明
寺
の
庇
護
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
後
水
尾
院
十
七
回

忌
に
は
大
蔵
経
と
経
蔵
を
施
入
し
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
二
十
五
回
忌
に
は
自
ら

書
写
し
た
法
華
経
普
門
品
を
奉
納
し
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
に
は
法
華
経
読
誦
数

が
一
万
一
千
部
に
満
ち
た
と
し
て
法
華
宝
塔
を
建
立
施
入
し
て
い
る
。
正
明
寺
は
五
代

住
持
寂
門
道
律
の
代
に
寺
観
が
整
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
内
親
王
の
寂
門
へ
の
帰
依
心

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
は
寂
門
の
住
持
位
就
任
は
内
親
王
の
指
名
で
あ
っ
た
。

　
寂
門
道
律
（
一
六
五
一-

一
七
三
六
）
は
近
江
国
日
野
の
人
で
、
寛
文
七
年
（
一
六
六

七
）
十
七
歳
の
と
き
西
国
三
十
三
所
を
巡
礼
し
、
翌
八
年
正
明
寺
龍
渓
性
濳
に
謁
し
て

侍
者
と
な
っ
た
。
諸
国
諸
山
を
遊
歴
し
、
近
世
律
三
僧
坊
の
ひ
と
つ
河
内
国
青
龍
山
野

中
寺
を
董
し
近
江
国
東
方
山
安
養
寺
を
開
山
し
た
戒
山
慧
堅
（
一
六
四
九-

一
七
〇
四
）
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か
ら
律
を
学
び
菩
薩
大
戒
を
受
け
た
。
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）、
か
つ
て
師
龍
渓
の
塔

所
で
あ
っ
た
黄
檗
山
内
塔
頭
萬
松
院
の
住
持
と
な
り
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
七
月

に
は
黄
檗
山
四
代
獨
湛
性
瑩
か
ら
隠
元
の
隠
棲
所
で
あ
っ
た
松
隠
堂
の
堂
主
を
命
じ
ら

れ
、
同
五
年
に
は
天
王
山
仏
国
寺
高
泉
性
潡
に
請
じ
ら
れ
て
戒
経
を
講
じ
副
寺
に
指
名

さ
れ
た
。
し
か
し
半
年
で
辞
し
て
故
郷
に
戻
り
、
五
個
荘
清
水
鼻
の
瑞
雲
山
慈
恩
寺
を

中
興
開
山
し
、
ま
た
野
洲
郡
橋
村
長
田
氏
寄
進
の
瑞
泉
山
宝
覚
寺
に
止
住
し
た
。
夏
は

慈
恩
、
冬
は
宝
覚
で
礼
仏
・
誦
経
三
昧
の
日
々
を
送
る
こ
と
二
十
年
、
享
保
三
年
（
一

七
一
八
）
三
月
光
子
内
親
王
に
請
ぜ
ら
れ
て
正
明
寺
五
代
住
持
と
な
っ
た
。
そ
の
時
期

は
明
確
で
は
な
い
が
、
妙
幢
淨
慧
が
依
止
し
て
律
を
学
ん
だ
の
は
こ
の
寂
門
道
律
で
あ

っ
た
。

　
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
八
月
十
九
日
に
後
水
尾
院
が
八
十
五
歳
で
崩
御
す
る
と
、

光
子
内
親
王
は
そ
の
二
ヶ
月
後
の
十
月
十
九
日
、
同
母
弟
性
真
法
親
王
（
一
六
三
九-

一
六
九
六
）
の
住
持
す
る
嵯
峨
山
大
覚
寺
に
入
寺
し
、
霊
亀
山
天
龍
寺
三
秀
院
長
老
天

外
承
定
を
得
度
師
と
し
て
落
飾
出
家
し
た
。
四
十
七
歳
の
時
で
あ
る
。
道
号
照
山
、
法

諱
元
瑤
の
法
名
は
黄
檗
山
第
五
代
高
泉
性
潡
か
ら
授
与
さ
れ
た
。
な
お
三
秀
院
は
後
水

尾
院
と
因
縁
深
く
、
本
尊
東
向
大
黒
天
は
後
水
尾
院
勅
願
の
嵯
峨
人
形
で
あ
る
。

　
落
飾
し
て
内
親
王
は
照
山
元
瑤
を
称
し
、
嵯
峨
一
燈
菴6
に
蟄
居
し
て
如
法
に
齊
戒
清

浄
を
精
修
す
る
日
々
を
送
っ
た
が
、
一
方
閑
居
の
地
と
し
て
修
学
院
離
宮
内
楽
只
軒
を

改
め
て
小
堂
を
新
剏
し
、
智
証
大
師
円
珍
作
の
観
世
音
菩
薩
像
を
安
置
し
た
。
天
和
二

年
（
一
六
八
二
）
三
月
二
十
五
日
、
導
師
に
東
山
泉
涌
寺
中
新
善
光
寺
の
孤
雲
正
瑞
長

老
を
招
請
し
、
衆
僧
を
屈
請
し
て
落
慶
法
要
を
執
行
し
た
。『
行
業
記
』
に
よ
れ
ば
法

用
は
理
趣
三
昧
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
新
剏
の
小
堂
に
は
聖
明
山
林
丘
寺
の
寺
号
が
付
さ

れ
た
が
、
そ
れ
は
後
水
尾
院
の
命
名
で
あ
っ
た
。
内
親
王
が
早
く
か
ら
出
塵
の
志
を
抱

い
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
後
水
尾
院
は
、
た
め
に
楽
只
軒
と
林
丘
寺
の
寺
号
を
あ

ら
か
じ
め
賜
う
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
鐘
楼
の
鐘
銘
は
高
泉
性
潡
に
請
じ
た
。

　
新
剏
さ
れ
た
ば
か
り
の
林
丘
寺
を
博
識
の
儒
医
黒
川
道
祐
（
一
六
二
三-

一
六
九
一
）

が
詣
し
て
い
る
。
そ
の
『
北
肉
魚
山
行
記
』7
に
、

天
和
二
年
四
月
十
八
日
、
大
原
山
再
游
ノ
志
ア
リ
、
昧
爽
白
雲
村
ヲ
出
テ
、
禁
門
ノ
前
ヲ

北
ヘ
、
今
出
川
ヲ
東
ヘ
、
糺タ

ヾ
ス
ノ
森
ヲ
西
ニ
見
、
出
テ
在
家
河
原
村
ヲ
過
ク
、
此
所
ノ
氏
神

祭
九
月
十
五
日
ト
也
、
是
ヨ
リ
山
鼻
村
ニ
至
ル
、
凡
ソ
此
邊
ノ
七
鄕
ハ
天
皇
祭
ニ
テ
三
月

五
日
也
、
此
村
ノ
中
淨
土
宗
理
卽
院
ノ
前
ヨ
リ
先
ツ
東
ノ
方
ニ
行
キ
、
曼
珠
院

王
ノ
寺

ヲ
南
ニ
見
、
林
丘
寺
ニ
赴
ク
、
門
ニ
酒
肉
五
辛
ノ
禁
牌
ア
リ
、
是
レ
ヨ
リ
石
階
ヲ
歷ヘ

本
堂

ニ
到
ル
、
本
尊
ハ
正
觀
音
也
、
大
津ノ 

浦
池
田
某
ノ
家
ヨ
リ
此
處
ヘ
移
シ
玉
ト
ナ
リ
、
東
ノ

方
ニ
、
後
水
尾ノ 

院
畫
像
ア
リ
、
妙
法
院ノ 

宮
堯
恕
親
王
ノ
御
筆
也
、
御
賛
ハ
御
自
製
二
首

ノ
御
歌
色
紙
形
ニ
被ルレ
染メ二
宸
筆ヲ一、
西
ノ
方
ニ
初
祖
逹
磨
圓
覺
大
師
ノ
一
幅
ヲ
揭
ラ
ル
、
隱

元
和
尙
ノ
筆
ナ
リ
、
後
水
尾ノ 

院
皇
女
朱ア
ケ
ノ

 

宮
、
日
比
此
ノ
所
ヲ
御
取
立
ア
リ
度タ
キ

御
有
增
、

後
水
尾ノ 

院
崩
御ノ 

後
御
髮
ヲ
オ
ロ
シ
玉
フ
、
照
山
元
瑤
ト
御
名
ヲ
改
メ
ラ
レ
、
此
寺
ヲ
經

營
ア
リ
、
林
丘
寺
ト
御
名
付
、
供
養
ハ
泉
涌
寺
ノ
中
新
善
光
寺
孤
雲
執
行
セ
ラ
ル
、
御
宗

門
ハ
禪
ニ
御
心
ヲ
傾
キ
玉
フ
ニ
ヨ
リ
天
龍
寺
三
條
院
定
西
堂
ニ
御
歸
依
、
此
ノ
寺
ノ
住
持

ノ
分
ナ
リ
、
境
地
丘
陵
ニ
松
杉
シ
ケ
レ
リ
、
依テレ
之ニ 

號シ
玉
フ二
林
丘
寺ト一、
堂
ノ
西
ニ
鐘
樓
ア
リ
、

鐘
ノ
銘
ハ
黃
蘗
派
佛
國
寺ノ 

住
職
高
泉
ノ
作
ナ
リ
、
林
丘
寺
鐘
ノ
銘
幷
ニ
引

天
和
元
年
　
光
子
內

王
就テ二

台
山ノ 

之
下ニ一

立テ二

梵
宇ヲ一

曰フ二

林
丘ト一

爲メレ

熏
二

修ス
ル
カ

 

祝
國ノ‌

之
塲ヲ一、
明
年
春
、
規

稍
定
、
思
欲
三
普ク 

利セ
ン
ト二
幽
顯ヲ一、
乃イ

簡エ
ラ
ヒ

二
赤
金
一
範
レ
鐘ヲ
一
口
、

重サ
九
百
斤
、
徵
メ
シ
テ

二

曇
花
衟
人ヲ一

爲シ
ムレ

銘
、
台
阜ノ 

之
麓
、
有リ二

古
刹
幢
一、
久シ
テ 

而

廢
、
今

復タ 

重テ隆
、
乃イ

占
二
鳧
氏ヲ一、
範
二
此ノ 

金
鏞ヲ一、
以テ 

考
以テ 

擊
、
厥ノ 

音
無シレ
窮
、
下
資ケ二
冥
界ヲ一、

上
祝ス二
堯
風ヲ一、
普ク 

願ハ 

聞
者
、
均ク 

證ス二
圓
通ヲ一、
天
和
元
年
成
衟
日
、
支
那
沙
門
性
潡
高
泉

拜
手
敬テ 

撰ス、

每
月
十
八
九
日
本
尊
開
帳
ア
リ
ト
テ
諸
人
參
詣
ス
、
堂
ノ
西
北
ニ
御
壽
塔
ア
リ
、
北
ニ
御

局
大
藏
卿
ノ
壽
塔
ア
リ
、
御
住
菴
ノ
堂
ノ
西
、
松
竹
林
中
ニ
見
ユ
、
此
處
ヲ
出
テ
後
水
尾ノ

院
修
學
院
ヲ
經フ

、
御
在
世
ノ
中
ハ
春
秋
兩
度
ノ
大
御
幸
、
其
ノ
間
ニ
風
花
雪
⺼
折
ニ
觸
レ

時
ニ
ア
タ
リ
、
屢

シ
バ
〴
〵

御
幸
ヲ
催
、
草
木
山
河

自
オ
ノ
ヅ
カ
ラ

光
ヲ
增
シ
榮
ヲ
競
フ
、
今
ハ
昔
ニ
カ
ハ

リ
御
幸
ノ
路
モ
草
最
ト
シ
ケ
リ
、
露
蓁
蓁
タ
ル
有
樣
不スレ
覺
淚
ヲ
催
セ
リ
、

と
記
し
、
さ
ら
に
大
原
へ
の
道
を
辿
る
の
だ
が
、
道
祐
の
見
聞
は
丁
寧
で
、
一
文
に
引

く
天
和
元
年
仏
成
道
十
二
月
八
日
付
曇
花
道
人
す
な
わ
ち
高
泉
性
潡
の
鐘
銘
に
よ
っ
て
、

照
山
元
瑤
が
落
飾
後
一
年
に
し
て
林
丘
寺
の
寺
観
を
整
え
、
毎
月
十
八
、
九
日
に
は
本

尊
を
開
帳
し
て
衆
庶
の
参
詣
を
許
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
興
味
深
い
。『
行
業
記
』

が
「
觀
音
大
士
像
此
像
智
證
大
師

造

也
霊
驗
最
著
別
有
記
」
と
伝
え
る
本
尊
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
大
津
浦
石
田

某
家
か
ら
移
坐
さ
れ
た
も
の
だ
と
記
し
、「
霊
亀
山
天
龍
寺
三
秀
院
長
老
天
外
承
定
」
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へ
の
帰
依
を
天
龍
寺
三
條
院
定
西
堂
と
記
す
な
ど
小
異
も
存
す
る
が
、
堂
内
外
の
荘
厳

を
細
か
く
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
道
祐
の
大
原
山
再
遊
の
志
の
う
ち
に
は
新
剏
間

も
な
い
林
丘
寺
探
訪
の
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
量
で
き
る
。

　
照
山
元
瑤
は
天
和
三
年
願
を
発
し
て
長
三
寸
余
の
観
音
塑
像
の
製
作
を
始
め
た
。
こ

れ
が
世
に
い
う
樒
葉
観
音
で
あ
る
が
、『
行
業
記
』
の
記
述
か
ら
す
る
と
そ
の
塑
像
は
、

乾
燥
さ
せ
た
樒
葉
に
観
音
宝
号
を
書
し
、
こ
れ
を
刻
砕
粉
末
に
し
て
泥
土
と
混
ぜ
合
わ

せ
、
さ
ら
に
こ
れ
に
膠
・
香
料
を
練
り
込
ん
で
七
寸
余
の
塑
型
に
入
れ
て
成
形
し
た
も

の
と
推
量
さ
れ
る
。
元
瑤
は
皇
族
の
忌
辰
に
は
必
ず
こ
の
観
音
塑
像
を
施
入
し
て
追
薦

し
た
と
い
い
、
ま
た
求
め
る
者
が
あ
れ
ば
一
軀
ず
つ
下
賜
し
た
が
そ
の
数
は
知
れ
ぬ
ほ

ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
加
え
て
元
瑤
は
大
黒
天
の
小
塑
像
も
製
作
し
た
。
そ
れ
は
生
母

逢
春
門
院
が
元
瑤
を
懐
胎
の
折
、
金
殿
で
大
黒
天
の
小
木
像
を
拾
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

も
と
の
持
ち
主
を
尋
ね
た
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
こ
れ
を
胎
児
の
守
護
神
だ
と

解
し
て
以
来
祀
っ
て
き
た
の
だ
と
い
う
。「
此
天
尊
奇
瑞
載
在
別
記
」
と
い
う
か
ら
、

元
瑤
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
大
黒
天
の
霊
験
を
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
行
業
記
』
に
よ

れ
ば
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
臘
月
二
十
七
日
、
元
瑤
は
わ
が
心
身
の
安
心
坦
蕩
た
る

福
は
大
黒
天
の
冥
祐
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
「
是
故
塑
斯

以
施
與
人

也
。
願
世
人
信
此

亦
各
有
獲
福
利
矣
」
と
笑
み
を
含
み
な
が
ら
語
っ
た
と
い
う
。
短

い
こ
と
ば
な
が
ら
元
瑤
の
本
意
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
塑
像
は
作
り
続
け
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
お
そ
ら
く
林
丘
寺
を
新
剏
す
る
以
前
か
ら
元
瑤
は
慈
善
救
済
に
意
を
尽
く
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。『
行
業
記
』
に
は
そ
の
時
期
の
明
記
は
な
い
が
、
凶
年
に
当
た
っ

て
貧
民
飢
人
を
救
済
し
、
棄
児
を
育
て
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
ま
た
貞
享
元
年
（
一

六
八
四
）
六
月
の
旱
魃
に
は
百
尺
の
井
戸
を
鑿
っ
て
田
家
の
水
争
い
を
鎮
め
た
と
伝
え

て
い
る
。
そ
う
し
た
と
き
元
瑤
は
経
句
や
仏
菩
薩
の
宝
号
を
書
し
、
観
音
像
を
描
い
て

は
求
め
る
者
に
授
与
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
発
願
し
て
樒
葉
観
音
や
大
黒
天
小
塑
像

を
製
作
し
た
の
は
、
そ
れ
が
慈
善
救
済
の
経
済
的
な
資
を
得
る
た
め
の
営
為
で
も
あ
っ

た
と
諒
解
で
き
、
元
瑤
の
慈
悲
心
の
深
さ
に
思
い
至
る
の
で
あ
る
。
や
や
も
す
れ
ば
元

瑤
の
書
画
や
樒
葉
観
音
等
々
の
遺
品
が
芸
術
的
に
優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
元
瑤

の
営
為
を
そ
う
し
た
視
点
の
み
か
ら
云
々
す
る
む
き
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
元
瑤
は

黄
檗
禅
に
お
け
る
、
た
と
え
ば
了
翁
道
覚
や
鉄
眼
道
光
の
慈
悲
行
を
知
っ
て
い
た
は
ず

で
あ
り
、
交
友
す
る
髙
泉
性
潡
・
龍
渓
性
潜
・
寂
門
道
律
等
々
も
了
翁
や
鉄
眼
に
近
し

い
黄
檗
の
禅
僧
た
ち
で
あ
っ
て
、
元
瑤
の
行
実
に
黄
檗
僧
た
ち
の
慈
悲
行
・
孝
行
が
影

響
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
元
瑤
は
貞
享
二
年
（
一
六
八

五
）
五
月
二
十
二
日
生
母
逢
春
門
院
が
薨
ず
る
と
、
志
を
決
し
て
蘭
若
に
休
居
し
、
麻

衣
布
衫
を
着
し
て
昼
夜
寸
陰
を
惜
し
み
、
病
む
こ
と
が
あ
っ
て
も
懈
怠
せ
ず
法
華
経
の

書
写
に
精
励
し
た
。
こ
の
一
夏
九
旬
の
服
忌
精
修
は
「
竹
柏
之
操
慈
孝
之
誠
」
と
し
て

多
く
の
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
そ
の
孝
心
は
黄
檗
四
代
独
湛
性
瑩
の
そ
れ
に

重
な
る
。

　
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
秋
、
妙
幢
淨
慧
は
林
丘
寺
に
遊
ん
で
七
律
一
首
を
詠
ん
だ
。

　
乙
未
之
秋
遊
林
丘
寺
有
感
偶
題

霊
境
沙
淸
趣
轉
濃
　
飛
泉
添
響
古
松
風

京

座
到
邊
際
尽
　
台
嶠
路
従
蓄
外
逼
　（『
儒
釈
雑
記
』
巻
五
十
九
）

　
淨
慧
と
元
瑤
の
交
流
が
生
じ
た
時
期
や
契
機
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
も
し
両
人
を
結

ぶ
仲
介
者
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
黄
檗
の
髙
泉
性
潡
・
龍
渓
性
潜
・
寂
門
道
律
を
は
じ

め
訳
語
僧
斉
雲
道
棟
（
一
六
三
七-

一
七
一
三
）・
画
僧
卓
峰
道
秀
（
一
六
五
二-

一
七
一

四
）
等
々
の
名
を
容
易
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
斉
雲
道
棟
は
豊
後
府
中
の
人
で
、

唐
語
を
解
し
た
こ
と
か
ら
隠
元
の
侍
者
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
た
。
道
棟
は
延
宝
四
年

（
一
六
七
六
）
の
夏
四
旬
を
修
学
院
離
宮
楽
只
軒
単
丁
菴
に
寓
居
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
折
、
ひ
た
す
ら
仏
道
修
行
に
精
進
し
、
大
悲
尊
像
を
描
い
て
は
信
心
の
男
女
に
施
与

す
る
元
瑤
内
親
王
の
純
一
な
自
利
利
他
業
を
目
の
当
た
り
に
し
て
感
動
し
、
た
め
に
唐

宋
元
明
及
び
渡
来
黄
檗
僧
の
観
音
讃
を
編
輯
し
て
『
讃
観
音
大
士
伽
陀
集
』8
を
製
し
、

こ
れ
を
内
親
王
に
奉
献
し
た
。
卓
峰
道
秀
は
西
本
願
寺
絵
所
徳
力
家
の
出
で
、
宗
を
転

じ
高
泉
の
弟
子
と
な
っ
て
常
随
し
た
。
画
筆
を
も
っ
て
知
ら
れ
、
元
瑤
内
親
王
と
の
合

作
も
あ
り
、
内
親
王
の
絵
の
師
匠
と
目
さ
れ
る
人
で
あ
る
。
ま
た
他
宗
を
見
れ
ば
持
戒

念
仏
を
提
唱
し
た
鹿
谷
法
然
院
の
信
阿
忍
澂
（
一
六
四
五-

一
七
一
一
）
を
挙
げ
得
る
。

『
獅
谷
白
蓮
社
忍
澂
和
尚
行
業
記
』9（
巻
下
）
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
条
に
「
𣆶
節
期
二

西
歸
一。
謁
レ
師
。
稟
二
受
淨
宗
眞
訣
一。
日
課
二
佛
號
一。
凡
數
萬
聲
晝
夜
六
時
。
孜
二
孜
淨

業
一。
於
レ

是
。
世
咸
以
爲
下

能
於
二

天
台
山
下
閴
寂
之
地
一。
數
十
年
來
。
不
レ

變

二

其
節
一。
潔
白
如
二

氷
雪
一。
婉
柔
之
姿
。
殆
有
中

毅
然
烈
丈
夫
之
風
上

也
。
」
と
あ
り
、
元
瑤
は
「
獅
谷
第
一

大
護
法
」
で
あ
っ
た
。
淨
慧
は
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
執
行
さ
れ
た
地
蔵
菩
薩
像
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の
開
眼
供
に
慶
賛
導
師
と
し
て
招
請
さ
れ
て
い
る
。
忍
澂
が
両
人
の
仲
立
ち
で
あ
っ
た

と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
忍
澂
の
外
護
者
の
一
人
に
伊
勢
松
坂
の
豪
商
中
川
常
宇

（
一
七
二
四
沒
）
が
あ
っ
た
。
常
宇
は
淨
慧
と
も
元
瑤
と
も
交
流
が
あ
り
、
淨
慧
は
正
徳

六
年
（
一
七
一
六
）
八
月
、
常
宇
の
依
頼
で
常
宇
所
蔵
の
茶
瓶
に
つ
い
て
そ
の
由
来
を

伝
え
る
一
文
を
草
し
て
お
り
、
元
瑤
も
ま
た
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
秋
、
常
宇
の
依

頼
を
容
れ
て
伊
勢
宗
安
寺10
の
額
字
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
宗
安
寺
額
字
の
こ
と
を
淨
慧

は
『
儒
釈
雑
記
』
卷
四
十
七
に
、

　
　
勢
州
宗
安
寺
額
背
之
誌

此
宗
安
寺ノ 

之
三
大
字ハ 

者
普
明
院
法
内
親
王ノ 

之
御
筆
也

聞
説
ク
頃
年
以ノ二
老
憊ハ
イ
ヲ

一
之
故
ニ
自ミ

禁
三シ
玉
フ
ト
揮
二コ
ト
ヲ
玉
毫
ヲ一
矣
、
然ル
ニ 

常
宇
因
ニ二
浄
業ノ 

之
前
緣
ニ一

得
間
謁
二ス
ル
コ
ト
ヲ
尊
顔
于
凾カ
ン

丈
ニ一
、
一
日
偶
爾
ト
シ
テ
手ラ 

書
二シ
テ
此
三
字
一
而
□
フ
焉
、
抑
謂
ハ二
斯
宗

安
寺
一
者
、
乃
常
宇
先
祖
之
所
二
営
建
一ス
ル
也
、
而
ル
ニ
今
忽
題
二シ
玉
フ
標
榜
ニ一
、
葢
シ
是
願
應
啐ソ
ツ

啄ノ

之
所
レニ
シ
テ
致
、
而
格
外ノ 

之
法
栄
也
、
于
レ
旹
法
筭
八
十
有
七
　
享
保
第
五
庚
子
仲
秋
上
浣

也恭シ
ク 

惟レ
バ 

是
則
　
後
水ノ 

尾
院ノ 

之
皇
女
、
其
始
在セ
ン二

禁
扆イ
ニ一

時
ハ

称
二セ
リ 

緋ア
ケ
ノ 

宮
御
諱
光
子
ト一
、
自ラ

厭
テ二 

畢ツ

 

入
ニ

リ二

空
門
ニ一
、
創ニ 

開テ二

林
丘
寺
ニ一

灑シ
ヤ

然ト
シ
テ

 

安
居シ
玉
ヘ
リ焉
、
更
ニ

号
ス二

照
山
玄
瑤
ト一
、
直チ
ニ‌

至
二ル
マ
テ
于
老テ 

老ツ 

至ノ 

之
今
ニ一
、
修
勤
猶ヲ 

不
レ
弛
ヘ
玉
ハ
、
可
シレ
謂
ツ
人
中ノ 
芬
陀
利
也
ト

と
、
常
宇
の
先
祖
が
営
建
し
た
宗
安
寺
は
願
ず
れ
ば
啐
啄
に
し
て
応
ず
る
、
並
は
ず
れ

て
仏
法
繁
栄
の
寺
院
で
あ
る
と
記
し
、
老
憊
ゆ
え
に
揮
毫
す
る
な
ど
の
こ
と
を
自
ら
禁

じ
て
い
た
普
明
院
元
瑤
法
内
親
王
が
寺
額
「
宗
安
寺
」
の
三
文
字
を
大
書
し
た
の
は
、

内
親
王
は
常
宇
と
間
々
謁
す
る
間
柄
で
あ
り
、
そ
の
う
え
二
人
に
は
「
浄
業
之
前
縁
」

が
存
し
た
故
だ
と
伝
え
て
い
る
。

　
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
十
二
月
二
十
一
日
、
霊
元
天
皇
第
十
皇
女
亀
宮
（
一
六
九
六

-

一
七
五
二
）
が
十
二
歳
で
林
丘
寺
に
入
寺
す
る
と
、
元
瑤
は
自
ら
戒
師
と
な
っ
て
得

度
せ
し
め
元
秀
の
法
諱
を
与
え
、
即
日
林
丘
寺
を
譲
っ
て
普
明
院
を
称
し
た
。
退
隠
後

の
元
瑤
に
額
字
を
依
頼
し
得
た
常
宇
は
松
嶺
元
秀
尼
の
父
帝
霊
元
院
に
謁
す
る11
な
ど
公

家
と
交
流
し
、
ま
た
一
方
で
は
近
江
日
野
の
木
食
澄
禅
（
一
六
五
二-

一
七
二
一
）
に
帰

依
し
て
妻
・
一
女
と
と
も
に
出
家
し
、
澄
禅
を
木
食
弾
誓
開
基
の
古
知
谷
光
明
山
阿
弥

陀
寺
に
請
じ
た
人
で
あ
る
。
元
瑤
は
こ
の
阿
弥
陀
寺
と
も
交
流
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う12
。

安
永
五
年
十
月
四
日
、
林
丘
寺
三
世
博
山
元
敞
尼
（
一
七
五
〇-

一
七
九
七
）
は
初
代
元

瑤
尼
の
五
十
回
忌
辰
の
追
薦
廻
向
を
阿
弥
陀
寺
に
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
木
食

僧
が
皇
族
を
は
じ
め
貴
顕
の
帰
依
を
受
け
た
こ
と
を
証
し
、
同
時
に
元
瑤
の
人
的
交
流

網
の
広
さ
と
深
さ
を
伝
え
て
い
る
。
黒
川
道
祐
の
一
文
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
元
瑤

が
新
剏
し
た
林
丘
寺
は
毎
月
本
尊
を
開
帳
し
、
不
意
の
参
詣
も
拒
ん
で
い
な
い
。
斉
雲

道
棟
は
寺
内
に
寓
し
て
も
い
る
。
こ
れ
を
経
営
し
た
元
瑤
は
井
を
掘
り
棄
児
を
養
育
し

て
慈
善
に
励
み
、
書
画
や
樒
葉
観
音
・
大
黒
天
塑
像
を
製
し
て
は
こ
れ
を
施
与
し
て
徳

化
に
努
め
て
い
る
。
通
説
で
は
『
行
業
記
』
に
據
る
と
し
て
元
瑤
は
千
点
以
上
の
観
音

像
を
描
き
、
三
千
点
の
樒
葉
観
音
像
を
創
り
、
生
母
逢
春
門
院
の
亡
後
は
寺
を
出
る
こ

と
な
く
読
経
や
写
経
を
し
て
過
ご
し
た
と
説
明
さ
れ
る
が
、
し
か
し
『
行
業
記
』
は
書

画
や
塑
像
の
実
数
を
示
し
て
は
お
ら
ず
、
生
母
歿
後
の
元
瑤
が
寺
を
出
る
こ
と
な
く
静

修
の
生
涯
を
送
っ
た
と
い
う
記
載
は
存
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
元
瑤
の
行
実
と
そ
の
林

丘
寺
が
今
日
の
門
跡
尼
寺
の
あ
り
方
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
意

し
て
お
い
て
よ
い
。
還
暦
を
過
ぎ
た
淨
慧
は
右
の
一
文
の
最
後
に
、
こ
の
年
八
十
七
歳

に
な
る
元
瑤
を
人
中
の
芬
陀
利
華
と
い
う
べ
き
人
だ
と
敬
意
を
極
め
て
讃
評
し
て
い
る
。

〔
注
〕

1
書
陵
部
蔵
本
は
撰
者
自
筆
と
思
わ
れ
る
。
守
拙
齋
明
山
は
斉
雲
道
棟
編
輯
『
讃
観
音
大
士
伽

陀
集
』（
宝
永
四
年
）
に
題
辞
を
寄
せ
た
洛
下
散
人
守
拙
齋
木
貞
、
宝
永
五
年
辻
勘
重
郎
版
『
京

う
ち
ま
い
り
』
の
撰
者
守
拙
齋
と
同
一
人
で
あ
ろ
う
。

2
『
応
円
満
院
基
煕
記
』『
近
衛
尚
嗣
公
記
』『
宣
順
卿
記
』
は
未
見
。
久
保
貴
子
氏
『
後
水
尾

天
皇
─
千
年
の
坂
も
踏
み
わ
け
て
』（
二
〇
〇
八
年
三
月
、

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
の
解
説
に
據
る
。

3
一
絲
文
守
・
龍
渓
性
潜
・
寂
門
道
律
の
略
歴
は
『
正
明
寺
小
志
』（
一
九
二
九
年
十

月
、
正
明
寺
編
刊
）
に
據
る
。

4
『
正
明
寺
小
志
』
に
翻
刻
本
文
が
載
る
。

5
大
槻
幹
郎
・
加
藤
正
俊
・
林
雪
光
氏
編
著
『
黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』（
一
九
八
八
年
十

二
月
、
思
文
閣
）「
龍
渓
性

潜
」
項
に
據
る
。
な
お
隠
元
へ
の
国
師
号
下
賜
は
『
行
業
記
』
に
「
此
専
依
尊
尼
之
所
奏
也
」

と
光
子
内
親
王
の
進
奏
に
よ
る
も
の
だ
と
伝
え
る
。

6
京
都
市
左
京
区
一
乗
寺
葉
山
町
所
在
臨
済
系
単
立
一
燈
寺
と
し
て
存
続
す
る
。
同
寺
は
通
称

葉
山
観
音
。
葉
山
中
腹
に
あ
っ
て
三
面
馬
頭
観
音
を
祀
る
。

7
上
村
觀
光
編
『
近
畿
游
覽
誌
稿
』（
一
九
一
〇
年
四

月
、
平
安
考
古
会
）
所
収
本
文
に
據
る
。
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8
『
讃
観
音
大
士
伽
陀
集
』
二
巻
を
光
子
内
親
王
の
撰
述
と
す
る
説
明
が
蔓
延
す
る
が
、
訳
語

僧
斉
雲
道
棟
が
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
夏
に
修
学
院
離
宮
楽
只
軒
単
丁
菴
に
寓
居
し
て
草
稿

し
、
さ
ら
に
晩
年
双
丘
仁
和
寺
門
外
の
片
口
氏
草
堂
を
住
菴
と
し
て
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）

春
に
完
成
し
た
も
の
で
、
同
年
林
丘
寺
か
ら
版
行
さ
れ
た
。
活
字
刊
本
が
あ
る
。
足
立
喜
六

翻
訳
及
註
解
・
熊
平
源
藏
編
輯
兼
發
行
『
讃
観
音
大
士
伽
陀
集
』（
昭
和
八
年
〈
一
九
三
三
〉

十
一
月
、
廣
島
觀
音
會
）。

9
「
浄
土
宗
全
書
」
第
十
八
卷
（
昭
和
六
年
〈
一
九
三
一
〉

五
月
、
淨
土
宗
典
刊
行
會
）
所
収
に
據
る
。

10
三
重
県
多
気
郡
明
和
町
斎
宮
に
浄
土
宗
宗
安
寺
と
し
て
存
続
す
る
。『
齋
宮
村
郷
土
讀
本
』

（
昭
和
十
年
〈
一
九
三
五
〉

三
月
、
斎
宮
商
工
會
編
刊
）
に
よ
る
と
、
宗
安
寺
は
も
と
宇
治
山
田
仲
之
町
に
三
縁
山
増
上
寺
第
二

十
一
世
業
譽
空
脱
が
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
開
山
し
た
も
の
で
、
行
基
菩
薩
作
の
二
尺
七

寸
の
阿
弥
陀
如
来
を
祀
り
、
空
脱
の
徳
化
で
檀
信
徒
も
多
か
っ
た
が
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

宇
治
山
田
が
全
国
に
先
駆
け
て
敢
行
し
た
廃
仏
に
よ
っ
て
廃
寺
と
な
っ
た
。
し
か
し
二
十
一

代
本
多
進
海
が
熱
烈
な
復
興
運
動
を
展
開
し
て
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
四
月
に
斎
宮
村

中
西
の
稱
名
寺
跡
地
に
再
建
し
た
と
伝
え
る
。
現
在
、
当
寺
は
淨
慧
が
記
し
た
よ
う
な
所
伝

を
失
っ
て
い
る
。
な
お
松
阪
市
中
町
所
在
浄
土
宗
三
縁
山
清
光
寺
は
中
川
家
の
菩
提
寺
で
、

中
川
家
初
代
浄
安
以
下
一
族
の
墓
所
が
あ
る
。

11
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
久
世
兼
由
撰
『
松
阪
權
輿
雜
集
』
卷
之
四
「
職
人
町
諸
家
之
事
」
に

「
中
川
淸
右
衞
門
法
名
淨
安
、
二
代
淸
右
衞
門
法
名
淨
故
、
三
代
淸
三
郞
法
名
淨
宇
、
淸
水
谷

家
の
門
弟
に
て
歌
衟
を
好
」（
桜
井
祐
吉
編
『
校
本
松
阪
權
輿
雜
集
・
地
』
大

正
八
〈
一
九
一
九
〉
年
二
月
、
三
重
縣
史
談
會
）
と
あ
り
、
桜
井
祐
吉
「
國

寶
元
暦
万
葉
集
に
就
て
」（『
松
阪
文
藝
史
』
所
収
。
昭
和
十
二
年

〈
一
九
三
七
〉
二
月
、
桜
井
秀
夫
刊

）
に
、
国
宝
元
暦
万
葉
集
は
中
川
家

の
秘
蔵
書
で
、
淨
宇
（
常
宇
）
が
清
水
谷
卿
の
門
下
で
あ
っ
た
の
で
「
淸
水
谷
卿
の
手
を
經
て

靈
元
天
皇
の
叡
覽
に
入
り
し
な
り
」
と
い
う
。
清
水
谷
卿
こ
と
清
水
谷
実
業
（
一
六
四
八-

一

七
〇
九
）
は
霊
元
院
歌
壇
の
中
心
的
歌
人
だ
っ
た
。
常
宇
は
実
業
を
通
じ
て
霊
元
天
皇
（
一
六

五
四-

一
七
三
二
）
に
親
近
す
る
機
を
得
た
の
で
あ
る
。

12
阿
弥
陀
寺
十
世
信
阿
宅
亮
撰
『
當
山
諸
記
録
撮
要
并
靈
簿
之
所
由
』（
写
本
一
冊
、
宮
島

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
）
に
據
る
。

な
お
博
山
元
敞
尼
は
東
山
天
皇
の
第
六
皇
子
閑
院
宮
直
仁
親
王
の
第
八
王
女
八
千
宮
。
宝
暦

十
二
年
（
一
七
六
二
）
三
月
十
八
日
入
寺
得
度
。
同
年
九
月
七
日
三
世
就
位
。�

（
関
口
）

〔
翻
刻
凡
例
〕

一
、�

名
古
屋
大
学
図
書
館
蔵
『
佛
神

應
錄
』
後
集
を
底
本
と
し
た
。
同
図
書
館
に
謝
意
を
表
す
。

一
、�

可
能
な
か
ぎ
り
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
、
明
ら
か
な
誤
刻
も
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。
た
だ

し
、「
未
・
末
」「
己
・
已
・
巳
」
等
の
混
用
表
記
は
文
意
を
と
っ
て
適
字
を
置
き
、「
ヿ
」

（
コ
ト
）
等
の
合
字
は
通
行
の
表
記
に
改
め
、
摺
墨
の
濃
淡
等
に
よ
る
判
読
不
能
の
文
字
は

字
数
分
の
空
格
（
□
）
を
置
い
た
。

一
、�

半
丁
ご
と
に
丁
数
を
示
し
、
各
話
末
行
と
次
話
題
と
の
間
に
空
行
を
置
い
た
。

抱子観音像　照山元瑤筆
大慈山西明寺藏
『特別展永源寺の歴史と文化』（栗東歴
史民俗博物館、2003 年 10 月）所載

白衣観音像　照山元瑤筆
池田市立歴史民俗資料館藏
『特別展池田文化と大坂』（池田市立歴
史民俗資料館、1992 年 10 月）所載


